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1　ま　え　が　き

ナタネの機械化適応性に関する栽培上並びに育種上の基

礎資料を得るため．1979年に熟期・草型の異なる品種を用

い．栽植密度に対するナタネの生育・収星の品種間差異に

っいて検討を行ったので．その概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試品種（8品種）

草型Ⅰ型；ミユキナタネ

皿型：ミチノクナタネ，農林16号，アサヒナタネ

皿型：ミホナタネ．ムツナタネ

Ⅳ型：タイセツナタネ，トワダナタネ

（2）栽植密度（17ば当たり）

1）14本区　畦幅70cm，株間10cm

2）　28本区　畦幅70cm，株間10仇，2条播き

3）　50本区　20のlXlO仇，1粒播き

4）100本区　20仇×10仇，2校播き

5）200本区　20cmX5仇，2粒播き

6）300本区　20仇×5仇，3粒播き

（3）播種：9月21Elに17ば当たり14本．28本区は致粒

を摘播し，発芽後に間引きして1本立てとし，50本以上

の区は1～3粒播種した。1区12戒，2区制とした。

（4）施肥量：8当たり堆肥120晦，苦土石灰9．5毎，

化成肥料（8－8－6）10毎を施用した。
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3　試　験　結　果

越冬株歩合は多くの品種で，1虎当たり200本，300本

の密度で低下したが，ミユキナタネは50本，ミチノクナタ

ネは100本の密度から低下した。

抽苔・開花・成熟は，50本と100本区で1～2日早い傾

向がみられた。

草丈は14本，28本で高く．50本から低くなり，裁縫密度

を増すにつれて低下すろ傾向があった（図1）。

草丈が低く．分枝が多い草型（1一皿型）のミユキナタ

ネ．ミチノクナタネ，農林16号は，200本．300本の高密

度でも2～3本の一次分枝があり．分枝が少ない草型（Ⅲ－

Ⅳ型）のムツナタネ，タイセツナタネなどでは200本区で

ほとんど分枝がなく．主茎のみとなり，アサヒナタネ，ミ

ホナタネはその中間であった（図2）。

最下位一次分枝の着生位置は，ミユキナタネでは栽植密

度が増すにつれて高くなったが，ミチノクナタネ，農林16

号．アサヒナタネは100本まで．ミホナタネ，ムツナタネ，

タイセツナタネは50本まで，トワダナタネは28本まで高く

なり．更に高密度でもあまり差はみられなかった。

英数は分枝数とほぼ同じパターンで．栽植密度の大きい

ほど減少した。総菜数に対する一次分枝着英数は，ミユキ

ナタネ，ミチノクナタネ，農林16号では，200．300本の

高密度でも主茎着英数と大きな差はみられなかったが，ム

ッナタネ，タイセツナタネ，トワダナタネでは100本以上

の高密度になると，一次分枝着英数は著しく少なくなり．

アサヒナタ考、
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図1　栽植密度と草丈・爽層
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図2　　栽植密度と分枝数
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図3　　栽植密度と着乗数

主茎者英数で占められた（図3）。

英層は，草丈にはば平行する傾向がみられるが，草丈が

高く穂のなびく品種（ムツナタネ，タイセツナタネ，トワ

ダナタネ）では，夷層が低くなり，特に200，300本の高

密度で著しく，茎も細くなり倒伏した（図1）。このような

品種は，茎や英のからみがあって収穫作業に支障が多く，

機械収穫に不適当と思われた。

108当たり収量は表1に示すように，晶柾平均では軋

28本の疎櫓で多く，50，100本で9％，200本で15％．300本

で24％の減収となった（表1）。

4　摘　　　　　要

機械化適応性に関する栽培上並びに育種上の基礎資料を

得るため，1979年に草型の異なる8品種を供試し，17ば当

たり14～300本の栽植密度において生育・収量の検討を行

った。その結果，

（1）草丈が低く，分枝が多いⅠ型，Ⅱ型品種は，200本．

300本の高密度でも2～3本の一次分枝がみられるが，草

丈が高く，分枝が少ないⅣ型品種では，200本の密度でほと

んど分枝がなく，主茎のみとなった。

（2）総英数に占める一次分枝者乗数は，Ⅰ．Ⅱ型品種で
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表1108当たり収量指数（％）

品　 種　 名
裁　 縫　 密　 度 （本 ／戒 ）

14 28 （吻／108） 50 100 200 300

ミ　ユ キ ナ タ ネ 100 100 （242） 86 8 1 88 69

ミチノクナタネ 86 100 （19 1） 80 89 78 71

農　 林 1 6　 号 107 100 （186） 109 107 85 84

アサ ヒナ タ ネ 99 100 （243） 82 88 85 67

ミ　ホ　ナ　タ　ネ 91 100 （272） 94 95 92 88

ム　ツ　ナ　タ　 ネ 100 100 （239） 89 93 84 80

タイセツナタネ 92 100 （231） 94 90 85 7 1

ト　ワ ダ ナ タネ 98 100 （220） 99 85 82 80

平　 均　 指　 数 96 100 91 91 85 76

平均収量（吻／108）220 228 208 207 194 174

は200本，300本の高密度でも主茎着英数と同数程度であ

るが，Ⅳ型品種では100本以上の密度になると，主茎者英

数で占められた。

（3）多くの晶軌は100本の密度で10％前後の減収となる

が・分枝が少なく・機械収穫に適するものと思われた。な

おムツナタネ・タイセツナタネ，トワダナタネは草丈が高

く，槙のなびきがみられた。


